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外国人材受入れのため、スリランカで現地日本語教師研修実施 
～『いろどり』日本語教師研修～ 

 
 
国際交流基金（JF）は、2024 年 12 月 11 日～2025 年 3 月 29 日、スリランカにおいて、国際協力機構

（JICA）スリランカ事務所との共催で訪日就労希望者を指導する現地日本語教師に向けた日本語指導法の研修を
行います（在スリランカ日本国大使館及びスリランカ政府海外雇用局（SLBFE）協力）。 
本事業は、日本での生活や仕事に必要な日本語の「教授法」を指導するものです。特定技能制度が開始した

2019年以降、スリランカで初めてとなる、数か月にわたる実践的な日本語教師研修です。 
近年、スリランカにおいて特定技能制度での訪日就労希望者が増加する一方、訪日後に求められる日本語能力水

準への到達が課題となっており、海外雇用局（SLBFE）をはじめとするスリランカ政府機関からも支援の要望が寄せら
れてきました。 
本事業では、日本とスリランカ間の文化・人的交流活発化の後押しになるだけでなく、日本人と外国人が相互理解

のもと快適に暮らせる社会の実現に寄与することが期待されています。本研修は、送り出し機関や職業訓練校等で日
本語を学ぶ学習者を教えるスリランカ人日本語教師を対象に、日本で生活や仕事をするためのコミュニケーション重視の
日本語（A1～A2 レベル）の教授法を指導。スリランカ人日本語教師を育成することで、スリランカから訪日する外国
人材の日本語能力レベルアップを目指します。 
使用する教材は、 JF が独自に開発した『いろどり 生活の日本語』。日本での生活や仕事のための日本語を学ぶこと

を目的とした教材です。研修は、この『いろどり 生活の日本語』の理念や特徴についての講義に始まり、中盤では模擬授
業も取り入れるなど、受講者が実践的な学びを得られるつくりになっています。研修時間は対面 4 時間×2 回、オンライ
ン 2時間×11回、合計 30時間のハイブリッド形式で実施します。 
講師は、JFがスリランカ・ケラニア大学及びニューデリー日本文化センターに派遣する日本語教育専門家が務めます。 
本研修の開始に先立ち、2024年 12月 11日 18時～20時に、JICA スリランカ事務所において開講式を執り

行います。修了式は、2025年 3月 29日に同会場で実施予定です。 
※『いろどり 生活の日本語』は、外国の人が日本で生活や仕事をする際に、日本の生活場面で必要となる日本語を

身につけることを目標とした教材です。全課の PDF と音声ファイルが無料でダウンロード可能で、また学習者が自学自習
できるようオンラインコースも提供しています。 
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記 
 
 
開催日程︓ 2024年 12月 11日～2025年 3月 29日 
会場  ︓ JICA Sri Lanka Office（Level 17, PARKLAND, 33 Park St, Colombo 00200, Sri Lanka） 
主催   ︓独立行政法人国際交流基金（JF）、独立行政法人国際協力機構（JICA） 
協力   ︓在スリランカ日本国大使館、スリランカ政府海外雇用局 

（SLBFE︓Sri Lanka Bureau of Foreign Employment) 
                                              以上  
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